
Ｃｕｂｉｃ以外の極点データ処理（VolumeFraction）
Hexagonal（Trigonal） Al2O3で説明



Al2O3



極点測定（積分強度とバックグランド）

測定は、受光側スリットを十分に拡げて積分測定
ピーク積分測定とバックグランド積分測定のスリット幅は同じ
バックグランド測定の２θ角度は、PEAK±3deg.の位置
粒径が小さく、配向が強い場合、βscanspeedは、Maxで測定可能
ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定は1点で、peakscanspeedの1/10とし、強度変動を抑える。
粒径が大きい場合、試料を揺動し、ビームがはみ出さないDSを使う
スピードは、揺動周期時間、あるいは、1/2揺動周期時間の倍数で測定

粒径の確認、θｓｃａｎによるロッキングカーブ測定
鋭いピークが発生する場合、揺動する。測定されるバックグランドプロファ
イルを
確認し、バックグランドの修正や平滑化を行う。
本来、バックグランドは、ピーク積分強度β方向の最小値以下であるが、
ピーク積分強度も変動する。 3



吸収補正

4

Ｘ線回折は試料体積に影響を受けます。
試料が薄いと、体積が減少し、回折線に寄与する体積が減少し、回折線が減少します。
極点測定の様に試料を傾けて測定すると、回折に寄与する体積が変化しています。
この体積変化を補正します。

μtの実測定

μｔ＝１では吸収補正は不要

μｔによる補正量



試料を傾けるとプロファイルが広がる（Ｄｅｆｏｃｕｓ）

無配向試料の極点測定データのβ方向の平均値をα軸でプロット、極点図の中心を0.0、極点図の外側で徐々に強度が低下
Defocus曲線は、照射X線ビーム幅、測定２θ角度、受光スリット幅に影響されます。通常照射X線ビーム幅は一定
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影
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E.TENCKHOFF
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極点処理

バックグランド、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う(BG-defocusモードも確認）
Ｄｅｆｏｃｕｓ補正を内部計算でも可能



バックグランド確認

水色は補正曲線



吸収、ｄｅｆｏｃｕｓ

吸収補正

Ｄｅｆｏｃｕｓ補正

回折に寄与する体積補正
極点図中心：少ない
極点図外周：多い

受光側回折の広がり補正



ODF向けファイル作成

ＯＤＦ解析を非対称で行う場合、
ＣＣＷでは、極点図の左右が逆表示
ＣＷでは、他のＯＤＦとＯＤＦ図が一致



ＬａｂｏＴｅｘ解析

Export極点図からRp%確認 右下がりはdefocusが不十分



Random定量（VolumeFractionのbackgroud目標値）

ODF図をExportし、GPODFDisplayで解析 Al2O3 random評価

ＯＤＦ図をExportし、GPODFDisplayで
Random定量（Box100を使用）
Boxは、方位密度1.0以下を100の密度Boxに区切り、
格子点密度によりBoxに加算する

右図では、1.0以下は7296個（全体の84.2%)
19x19x24=8664 7296/8664=0.842

最大位置がrandom値 0.49=49%がrandomVF



VolumeFractionを求める DataBaseに登録



VolumeFraction

VF結果とrandom定量値を見比べ random定量＋その他
ODF図の比較
VF%結果の極点図をExportし、Ｒｐ％を確認

再計算極点図、VF%の極点図からRp%確認



Hexagonal Ｘ軸によりφ２が３０度シフト



Hexagonal Inverse
逆極点図は方位分布図であるがND方向は面表示が分かりやすい

ND方向で表示

ND方向に垂直面で表示
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